
みやぎ単元問題ライブラリー「算数チャレンジ大会２０１５」予選問題の解答・解説

答え ４５° 頂点Ａと頂点Ｄをつないで四角形ＡＢＣＤをつくり，四

Ａ 角形の４つの角の大きさの和と三角形の３つの角の大きさ

Ｄ の和をつかって考えます。□
○ ・四角形の４つの角の大きさの和は３６０°です。四角形

ＡＢＣＤの４つの角の大きさを考えます。

Ｇ 角Ａは４５°＋□，角Ｂは９０°，角Ｃは８５°，角Ｄ

は，５０°＋○です。これをたすと３６０°になります。

（４５＋□）＋９０＋８５＋（５０＋○）＝３６０

Ｅ Ｆ このことから □＋○＝９０。□と○を合わせて９０°で

あることが分かります。

Ｂ Ｃ

・次に，三角形ＡＤＧについて考えます。

三角形ＡＤＧの角Ｇと角□と角○を足した大きさは１８０°。また，□＋○＝９０°であるこ

とが分かっているので，角Ｇは９０°です。

・最後に，二等辺三角形ＧＥＦについて考えます。で三角形ＡＤＧの角Ｇが９０°であることが分

かったので，三角形ＧＥＦの角Ｇも９０°だということが分かります。

角Ｇ＋角Ｅ＋角Ｆ＝１８０°なので，角Ｅ＋角Ｆ＝９０°となります。

・角ＥとＦは同じ角度なので，９０÷２＝４５ 答え４５°になります。

Ａ 別の解説

Ｄ 辺ＤＧを延長し，辺ＢＣと交わった点をＨとしま

す。

・まず，三角形ＤＨＣで，角□，角○の大きさを求

Ｇ める。

◎
・四角形ＡＢＨＥで，角◎の大きさを求める。

・三角形ＧＥＦで，角Ｅを求める。

Ｅ Ｆ この手順でもやってみましょう。
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